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1農業は産業 とUで;』固有め特性を有す る
。そ の主要な ものはi季 節性 と地域性であ りいこれは
科 学技術がいかに急速に進歩 した としても,科 学技術に よっセ本質的に解決す るごとは困難 であ
る。 こめ 自然 条件に よって規定 される特質は,特 定 の歴史的;社 会的,経 済的条件の もとで,農
業 の特質要因と・して機能す る。・ …:….∴ ・
各種の産業的特質要因を内包する農業 にあづては,偶 然変数に対する所得安定 とい う'目標を達
成す るたあの政策の導入が特 に必要 とされる。本稿は,こ のよ うな視点か ら農業の特 質・と農業保
険 の関連にっいて論述 じよ うとす るものである。 ・.一'一'..・ ・.∴'
・・"・tt t・ ….='.'.. .L..,'1・ ・'-・...・.'.:-,
2.農 業生産の特質'
.、,
農 業生産・)は土地め生産力を利用 し,植 物栽培 ・動物飼育を行 うことたよってなされ る。'従っ.
て,:・農 業においては土地 に随伴す る自然条件め制約を うけて,い農業の地域性を形成す る。.
また,農 業生産においては;1生産過程 の特質によら・て,i生産が長期化す る傾 向があ る・べ もちろ
ぐ 　 エ
桓 轡 麺 懸 ぽ過程で自然嫡 嘩 る蹄轡 紬 醐 変iヒ叫 て決
定的に生産過程が中断される.ことはな恥 し担もパζれらの諸劉 ヒは・,工業においては加瓢 圧
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縮,化 学処理によって代替することにより,.生産過程を短縮化することが可能となる。工業にお
ける生産期間や労働期間の長さは,生産されるものの性質,またそれに作用する諸自然力自体に
よって規定されるのではな く,投入資涼,技 術の性格が生産期間を規定するのである。科学技術
の進歩によって資源の投入様式が変化すれば,生産期間,労 働期間もまた変化する。技術革新は
貨幣資本の集積をともな うことによって,一般に労働期間を短縮化し,投入資源の回転期間を短
縮化する傾向がある。農業生産においても,効率的な農機具の導入,品種改良,栽培 ・飼育方法
の改善によって,労働期間 ・生産期間を短縮化することが可能である。しかし,農業生産におけ
る主要作物は,有機的生命体の生産であり,これがために農業生産物は白然的条件を基盤 とする
固有の生育様式を もつため,仮に労働期間が短縮された としても,生産期間は比較的長期的なも
のとなる。
生産過程が一定の生育様式によって規定されている産業である農業においては,資源の生産条
件カミ変化したとしても,生産期間を本質的に短縮化することぽ困難な場合が多い。農業生産にお
ける労働期間は,生産方法の合理化,生産手段の高度化によって自由に短縮す ることも可能であ
るが,労働期間とその休止期間とから成 り立つ生産期間は,農業生産対象が本来的}こもつ本質的
性格によって規定され,こ の性格は社会的諸条件,投入資源によって変革しうるものではない。
こりため,労働期間の短縮が生産期間の短縮に直結することが少な く,農業における生産期間は
長期的なものとなる。
また,農業生産は生産対象の性質のため,生 育過程を自然条件のなかで長期間過ごさざるをえ
ない。この結果 自然的条件が生産物の豊凶に多大の影響を与える。異常気象は生産量に関係する
場合もあるし,土地に投下された各種施設を破壊することもある。生産期間が長期 ・固定的であ
り,生産物が自然諸過程に依存する農業においては,作柄如何んによって農業経営の安定が阻害
され るだけでなく,資本価値減耗の危険にさらされることによって,農業経営は一層不安定なも
のとなる傾向がある。また,農業における機械化は,技術的には工業に依存するのであるが,工
業技術は農業に先行 して急速に発展す るのであ る。工業は農業に対して各種の生産財を供給す
る。特に,農業生産において利用される機械類は,屋 内に固定設置するものよりも,耕地を移動
して作業するものが多い。機械類の農業生産過程えの導入は,自然的条件,技術的条件,経 済的
条件によって規定される。このため機械化による労働生産性の向上には,農業経営主体の資質の
差異が重要な問題となる。農業生産は,動 ・植物の有機的法則に規定されて固定的であり,この
ため農作業は断続的である。従って,成長過程における作業によって農機具が異なる場合が多い。
このような理由から,農業への機械め導入が農業者の発展を促進す ることを否定するものでは決
してないが,農業における機械化の効率2)は比較的低いものとなる傾向があるのである。
注(1)柏 祐賢博士によれ砥 農業生産とは 「無機的な物を作ることではなく・『メやムギのような植
物 的のものにせよ,また牛や トリのような動物的のものにせよ,ともかく有機的生命をもつものを作 り出
すことである。しかも単にそれを作 り出しさえすれば農業であるというわけには行かなC・。そこには合理
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的経済的に獲得するという配慮がある」 ものであるとしておられる。 柏 祐賢 『農学原論』養賢堂 昭和
37年125頁。 、
注(2)農 業生産は時間性と空間性を持つものとされる。農業の時間性は 「労働過程という流れ」として
表徴される。労働過程は 「個々多数の労働操作工程,または労働処作部分の集合」であるため,各々の処
作工程の間には一定の前後継起の関係が存することとなる。農業生産においては,労働過程の開始の時期
および完了の時期が自然時間的季節的に一定 しているため,農業生産における労働過程開始から,完了ま
での時間的な長さは一定して動かないという特質をもつものとされる。柏 祐賢r農学原論』養賢堂 昭
和37年166～172頁
3.農 業所得の不安定要因
農業経営における所得変動は,短期的には収量変動 ・価格変動によってもたらされる場合が多
い。特に,農業生産においては,そ の自然的 ・技術的特質の影響を うけて,収量変動 ・価格変動
が発生することとなる。就中,農業生産は自然的条件としての気候 と土地にょって規定きれるた
め,自然災害の発生す る危険が高い。わが国の農業における如 く温帯に位置するが,国土自体の
⑱傾斜カミきつい場合は
,農業災害発生の可能性が非常に強くなるであろう。相対的にみて狭小な国
土を最大限に活用しようとす るため,立地条件の限界まで耕作す る傾向が強い。この結果,異常
気象時における災害の発生に対する技術的抵抗性は特に低くなるであろ う。農業技術の進歩によ
って,自然条件にさからって農業生産が行われる場合が多くなるが,この場翻 こは,異常気象に
よってもたらされる被害は一層激甚なものとなるであろう。農 業生産は,そ の気象的限界,土壌
的限界を克服 しようとするたあ,災害が発生する危険が強 くなるのである。
農業生産におけ る収量変動に作用す る農業災害は,不 可抗力性 不規則性,偶 然性を もづ よ う
な もの(例 えば水害 ・阜害 ・看害 ・凍害 の よ うな もの)と,病 虫害のよ うに農業者 の適切な配慮
によって,あ る程度まで予防 し うる不可抗力性の欠如 した災害が混合 して発生す ることが多い。'
収量変動は;農 業生産に固有 の特質に よつて誘発 され るものであ り,技 術的準備をなす ことたよ
ってだけでは,こ れ を回避す ることは殆 ど不可能 に近いであ ろ う。 こめため,技 術準備に よ っ
て回避 しえない ものについては,当 然め ことなが ら経済的準備が必要 とされ ることとな るのであ
る 。
農業生産物は,通常の場合年1回生産され,2回 以上又は収穫時期の促成 ・抑制には多大の困
難を伴い,また付加費用を必要 とする場合が多い。このため,生産の季節性は不可避 となる。ま
た濃 雑 産は蛙 開始 より収灘 で長期間腰 す 硫 め・価鞭 弊 対叫 て・その産出量
伸縮することは殆ど不可能に近いであろ う。特に・果実:疏菜等の如きもρは腐敗性が強いため
長期の貯蔵が困難であるため,農業生産の季節性と相侯って,そ の需給間の不均衡を助長するこ
ととなるであろう・琴業迷 物姓 嗣 需財ξしての性格力迦 繊 個蜘 舶 につ・⑭ 消
費的嗜好の消長を別とすれば,比較的規則的に消費される傾向が強いであろ う。従っ匡,農業生
産物の需要は非弾力的である。しかも農業生産物は生産過程の特質によらて規定され,工業生産
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物の よ うにその需要に応 じて供給を調整す ることは困難 である。 このため;需 給不調整 に基因す
る農業生産物価格の暴騰 ・暴落現象1)がしぼ しば発生す ることとなる。 殊に,生 産拡大 過程途上
にお1、て縞 供関係灘 転し醐 価格ヵi急淋 嚇 し湖 合注 戯 繍 あるいeま911すること
は殆んど不可能に近いこととなるであろう。なんとなれば,生産のために投入された諸資源を,
例えその一部分だけでも回収することが望ましいからである。このため,農業者は一層農業生産
にはげみ,さらに生産過剰による農業生産物価格の低落2}を促進することとなるであろう。特に,
短期的には,農業生産活動は,農業によってもたらされる報酬が,平均的水準以下であったとし
ても,家計が維持されるかぎり継続される場合が多い。経済原則に従えば,農業生産物カミ市場に
継続的に供給されるためには,生産に要 した費用が,価値実現の過程で満足される必要がある。
しかし濃 縦 醒 おいては・前述の如く 家計櫛 擬 泌 かぎり・その蝉 醐 が紬 され
魂 向謝 ・これ醸 業生産物の非弾力繊 給の一因ともなってし'るといえるであうう・纈
の非弾力性 と供給の硬直性は,農業生産物価格の変動を特徴づける要因となっているのである。
農業生産kお いては,農業生産に投入される資源を所与とする傾向が強い。gの ため,農業生
産物価格低落時においても,資源を遊休化させることは.経費節減に直接結びつかず・貨幣所得
を低減させるだけである場合が多い。 このため,価格側面から農業生産物の供給を調整すること
は比較的困難なこととなるであろ う。このため,農業の安定的発展のためには,農業生産物過不
足,需給関係の不調整に基因する激甚な価格変動現象を回避し,農業生産物価格の安定をはかる
ことが要請されることとなる。農業生産物の価格安定は,撹乱要因のない場合の農業所得の安定,
蝶 生醐 ρ安鋼 鵠0恒 に不歌?要 艇 なるであろう・t
前述のように,農業経営の着実な発展を脅かす所得変動{ま,短期的には,各種災害発生に基因す
る農業生産物の産出量の変動,各種需給要因に基因する農業生産物価格の変動のどちらかによる
場合が多いのである。国民経済の発展のために基本的重要性を有する農業が如何なる変動に直面
しても,生産を維持 ・継続することを可能にするため,収量変動による所得低減に対しては農業保
険施設が,また価格変動による所得低減に対 しでは農産物価格安定施設が必要 とされることとな
るであろう。
注(1)収 穫 の増減率 よりも大 きな率 をもっ"C]農業生産物価格力1騰落ず る傾 きがある ことは所謂 「キン
グの法則」に よって示 されている'。 ・1
(2)、ベ ラピ ィ教授は 「農業の供給PS,短期においては,!業 の供給 よりもよりlp伸縮であることはほ
ぼ確実であ り,そしてこの事実はおそらく工業に吸収さるべき労働の予備があるかぎり,拡大局面を通 じ
ぞ残存するであろう6しかしながら,一たび労働力の限界カミ到来Lて,そ して供給増大の可能性が技術ま
たは組織の改善による効率の進歩に依存するようになると,二りの産業部門の拡大可能差はないものとな
.うう・このよう碑 階㌻ もし雌 砺 配力・工業鮪 利ぱ り巳 方で供細 緯 の増加率が双方パ 等
しいままであるならば,価 格が農業にとって不利 とな る傾 向が永続的な ものとなろ う」(J・R・Bellerby';
;i'"Aξ「icUltu「CandInduStry:RelativもIncome∵大川山司藍修r農 業 と工業:相 対所得』農林水産業生産
性 向#会 議 昭和33年).と論 じ,農 業生産物価格の低落 の可能性に?い て説 明してy.〉る ・:,
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4.農 業保険の性格と機能
資本主義経済秩序のもとにおいては,個 人の経済活動は原則 として自由である。一方,そ の経
済活動に伴 う危険負担は個人の責任であるため,資本主義経済秩序のもとにおける保険制度は,
各種の危険分散を目的とした個人主義的動因に立脚したものが主要の部分を しめ でい る。 従っ
て,通常の保険形式は加入が個人の自由に委ねられ,その保険料は加入者が負担す るところの所
謂任意保険である。'
しか し,農業保険実施にあたっては,農業災害の特殊性と農業経営の特殊性にまって,そ の保
険制度が成立するために困難な問題が発生することとなる。保険が成立するためには危険一 一特
定の偶然事実一 が存在 し,これに対応ずるために多数の経済主体が経済準備の手段として,偶
然事実の確率に基つく公平な分担が行われることを前提 として,当該施設に参加することが必要
である。しかも,この場合の 「危険」は偶然性 不可抗力性を有することが基本的前提条件とな
る。'農業保険がその対象とする農業災害は,相 対的に偶然性 ・不可抗力性が欠如する場合が多
く,保 険の対象として難点を内包することとなる。 また,農 業保険の うち農作物保険において
は,危険に対応する保険料の個別化,公平な負担が行われない傾きがある。他産業を対象 とす る保
険においては,各 種の危険率が高い事業は通常高い報酬を取得しうるし,これによって高い危険
率に対応する保険費用を支払 うことが可能である。しかし,農業においては危険率の高い災害多
発地帯はいわゆる限界地であって,資源報酬部分が少ない場合が多く,通常平均的収量をも期待
しえない地帯である場合が多い。偶然事実の確率に基づ く公平な分担をなすため,高い保険費用
を支払 う必要のあるものが;そ の低報酬性のためにその負担能力が欠如するところに運営あ困難
な面があると考えられる。また,農業災害発生による収量低減}ま,農業生産物の価格下落とともに
農業者の所得を低減させ,農業経営を不安定なものとするであろ う。しか し,この場合にも農業経
営は破綻することはな く,生産が続行され る。この理由は,農業経営の多 くのものが,商 品生産
部門としての経営 と,家計が末分離である4ことに基因するものと考えられる。経営と家計が分離
独立していない農業経営においては,農業老の家計消費水準を圧縮することによって,所 得低減
に対応しうるのである。勿論,'このような事態は農業者及びその家族の厚生を犠牲たすることを
必然化するものであ り,経済的準備方策によ二てこれを回避することが必要 となる。しか し,農
業生産においては,資源報酬が低い場合もあるので,経済的準備を充分になす ことが困難である'
ことが多い。偶然的必要条件のすべてに対して)経済的準備として準備金を用意することは,農
業生産の特恥 らして晒 んど不可能に近く・たとえそれ珂 齢 あ吐 とロ も不騨 越 と
である。偶然的な必要が生 じ,蓄積資金が不足した ときは金融を うけるか,資 産を処分すること
によって対応するこ壌 可能であ研 この齢 麟 醐 岬 蹄 弊 ぷ 紺 泌 なら熱 ・し
また金融を うけられたとしても,その元利の負担のために,農業経営が迫圧を うけるこ'とになる
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で もあろ う。また資産を処分する場合にも,健全な農業経営運営のためには一定の限界があるで
あろ う。個別農業経営が各種災害に基因する所得変動に対処するために,相 当の準備として保険
を必要とするのは当然のことであろう。
農業保険は農業経営の安定のために不可欠の経済準備方策である。しかし,農業経営の所得構
造 ・資本構成 ・生 産基盤の特質によって規定され,農業者の各種経済的危険に対する抵抗性は比
較的強いであろ う。また,農業者は有限な貨幣所得のうちか ら,最大の効果を期待して重要度に
応 じて支出することになるため,直接効果を発揮するものには支出しやすいが,保険のように間
接効果をもつものには支出しがたい面があるであろう。 、
わが国における現行の農業保険は所謂当然加入制と保険料国庫補助制をとっている。このよう
な特殊な運営方式を導入しなければ,農業保険を制度として成立させるのは困難であろう。しか
し,作柄不安定地は,農業災害の特殊性からみて保険を成立させるのが困難なところである。危
険の条件は,・実現するかどうか,いつ実現するかダどんなふ うに実現するかとい う三点が不確定
性をもっていな くてはならないのに,農業災害発生は地域性,同時性が顕著であ り,確定性,必
然性をもつ場合もある。このような特質を有する農業災害を対象として,作柄不安定地と無災害
地 と形容しうるような地帯を同一制度のもとに包含せしめ,公平負担の原則が妥当しないようで,
あれぽ,農業者相互の利害は相反することとなるであろ う。所謂「逆選択」を防止するためには当
然加入制も己むを得ないが,その場合にも,偶然事実の確率に基づく公平な分担が行われ,作 柄
安定地の農業者が実状を理解 して承知するような費用水準が設定されることが必要となるであろ
う。政策保険としての性格が強い農業保険においては,政策実現の手段として保険機能が取 り入
れ られているのである。農業保険ξこは農業者が災害を被った場合に予め約定された金額を当然の
権利として請求 しうること,また国庫の立場からは農業災害発生による財政の撹乱を排除 し,恒
久的,計画的災害準備方策とすることによって応急的,無計画的な災害救済を回避しうることの
便益があるであろう。農業保険はこれまで繰 り返し論 じてきたように,自然災害の発生が極度に
不規則性をもち 康 申して大規模に発生する場合が多いこと,危険の時間的地域的分散がなされ
難いことのため,営利保険がこれに関与 しても,充分その目的を達成しえないであろうと予想さ
れる。農業における再生産確保は国民経済の要請するところである。農業災害発生による農業所
得減少の影響を排除し,農業者の経済生活の安定と厚生の増進をはかるために,農業保険機能を
悟 用することは,益々重要なものとなって くるであろう。
注(1)農 業保険の定義について,小平権一教授t2k「農業上の財物若くは農業者の財物又は農業者若くは
其の家族の身体を対象とする事故より生ずる偶然の損害を,同種の危険に陥ることあるべく而かも凡てカミ
同時に同様なる危害に陥らない同一階級の多数の者の間に共同に分担せしめ,以って其の損害を軽減しま
た除去ぜんとする相互扶助の経済社会行為」(.小平権一r農業保険の機能と組織』刀江書院大正5年23頁)
であるとしておられる。この定義に従えぽ 農業保険は保険の対象とする偶然事実のうち,農業または農
業 者を対象とす るものであろう。 しかし,こ こにおけ る農業保険 とは,'いわゆる 「農作物保険」を意味す
るものとず る。 ・ ・.'、"Li
農業の特質と農業保険について 63
5.結 論
農業保険の本来的 目的は,科学技術の開発 ・進歩によって完全に克服することが不可能である
然災害の影響一 自然災害に基因す る収穫低減による農業所得の不安定性一 一を経済的に安定化
させることにある。農業保険が不作時における填補機能を通して,国民経済及び地域経済の縮小
作用を防止し,その安定に果している役割には評価すべ きものがあるであろう。また,農業金融
の観点からは,農業経営における不確実要因ないし危険要素を排除す ることによって,いわゆる
「信用制限」を緩和す ることが期待される。しかし他面 「その現実は,米麦共済制度に典型的にみ,
られるように,掛流しとい うような状態をつ くった り,あるいは共済組合が共済金にて掛金をか
け,い わば生産農民の手からはなれて空回 りしているとい うような現状もないではない。したが
って,このような共済組合は農民側から解散要求が出るとい うような事例もおこっているのは当
然 といわなければならない。その意味で,こ のような共済制度は天候その他の災害による減収か
、らくる農業所得の不安定を救お うとい う本来の性格をはなれ,いわば肥料資本や農協借入金にた
いする返済金をカバーするための機能に終ってい る」(南 清彦r独 占資本主義と農業問題』三
一書房1968年103頁)とす る論調も出てくるわけである。 勿論,肥 料資本や農協借入金にた
いする返済金をカバーするための機能を果しているだけがあっても,それが真に農業者の厚生面
に寄与するかぎり,これを否定的に論ずるのは適当ではないであろ う。なんとなれば農業災害に
直面 しても,農業者がそのために劣悪な諸条件から解放されることを目的 として,農業保険が機
能することを期待されているからである。
農業生産における収量変動による所得変動に対して,農業経営は.非資本主義的所得構造 と高率
の自給生産によって,資本主義的企業経営にみられない強い抵抗性を示すのである。しか し,こ
の抵抗性は農業老の厚生 ・資源報酬を犠牲にすることによって,は じめてもたらされるものであ
る。農業経営がその構造的特質のために強い抵抗性を有するとしても,だからといって,こ のこ
とが農業保険の必要性を強調す ることと,必ずしも矛盾することとはならないとしなければなら
ない。危険費用軽減政策 としての農業保険は,農業生産供給過少下における価格抑止政策を補完
する手段 として,特 に有効であろう。農業保険は,過去の経験的事実に忠実に従わなければ,ま
た技術開発による収量趨勢を配慮 しなければ,その機能を十分発揮することはできない。作柄不
安定地の危険費用を,作柄安定地及び公費が負担するという性格を内包している場合には,農業
保険は作柄不安定地における農業生産の集約度限界を高めることとなるであろう。農業保険は,
純粋に災害による所得不安定の場合の安定化目的のためだけに用いられるべきであ り・地域間・
個別農業老間の所得移転のための要因を含むのは望ましものではないであろ う。
農業保険が本来的 目的を達成 し,農業経営の安定を図り,農業生産の発展に資することに異論
を唱える余地はない。 しかし,農業政策に関連する諸条件が変化 しつつある環境のもとにおいて
1
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は,農業政策もより長期的視 点に立脚レた積極的なものに転換される必要があるでもあろ う。
基本的な農業政策の課題は,E。0.ヘディ教授に従えば 「農業はどうすれば,国民経済の発展
および消費者の厚生に対する寄与をつづけながら,そのためにみずからの所得を犠牲とせずにす
ましうるか」とい うことであるとされる。農業が資源報酬水準を引き上げる目的をもつて,か り
に経営規模拡大の方向をとるとす るならば,小農切 り捨て論が優先し,大農優先c)農業政策が と
られることとなるであろ う。、また,小 農保護の方向をとる場合,当 然のことながら小農優先,大
農二次的の農業政策が とられるべ きであろう。 これらの事情は,日本農業の将来を 「食糧 自給」
に重要をお くか,そ れともf食糧輸入依存」にお くかによっても,政策要点が変って くるであろ
う。もちろん,この一連の事情は,さ らには世界の農業国の農業政策と日本の農業政策 との関係
によっても変化するであろう。 ・ 一
いずれにしても,長期的政策課題をもつ農業政策一 規模拡大の方向をとる農業政策 と小農保
護の方向をとる農業政策のいずれをとるか一 のなか略 「限界地農業」を維持 ・発展させるよ
うな性格を有する 「農業保険」を,いかに安定的にわが国の農業政策のなかに定着させるべきで
あるかが,今後の 「日本農業保険の課題」であると規定レうるであろう。
